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かきもち

・地域では、男性の補助作業が女性の役割という
慣習があり、機械に頼らない補助作業をするため、
身体を痛める先輩女性農業者が多くいた。地域か
ら請け負う圃場面積が年々増加したことから、作
業の中、効率化を図るため、乗用機械オペレータ
ーの練習を始める。現場作業を家族内でローテー
ションできるようになり、同じ作業を繰り返すこ
とが起因となる身体的な負担が軽減できた。専業
農家の一員として、役割分担を見直し、家族全員
が健康に働くことができる作業体系へと環境改善
に取り組む。

・両親の高齢化に伴い、夫妻が経営を
継承し、従業員を雇用。20代前半の女
性従業員を雇用する際に、働き方につ
いて話し合い、「色々な作業をやって
みたい」「残業がない・固定休日があ
る」等の柔軟な働き方をしたいと希望
を聞き取り、従業員目線で働きやすい
環境改善に取り組む。

・従来は水稲、すいか、ブロッコリー、
もち加工が基幹部門であったが、女性
従業員を雇用したことを契機に葉菜類、
花き部門を導入し冬期も作業している。
女性でも身体的な負担が少なく、経営
面でも作期が分散でき、性別に関係な
く周年で働きやすい環境づくりを実践。 

・金沢市内の女性農業者グループ「金沢農女（ノマジョ・カナザワ）」
の設立に発起人として尽力し、初代会長（平成31～令和5年）を務める。
隣県の農業女子との交流や勉強会、地域ごとの取組等、女性農業者が活
躍できる農業の実現に向けて活動。

 ・近年は、石川県及び金沢市の農業に関する重要な役職に複数就いてお
り、女性農業者の立場に加えて農業の担い手の立場から、地域の農業振
興の方針や農村女性の社会参画に携わっている。また、石川県仕事探し
シェルパとして中・高校生に対して職業講話を行い、仕事としての大変
さも含めた農家の思いを伝えている。

・農業高校、農業短期大学を卒業し、官公庁の農
業研究機関に就職。専業農家に嫁いだことをきっ
かけに就農。平成16年、子供が保育所に通い始め、
農業に本格的に従事するタイミングで、家族経営
協定を締結し、育児と農業が両立できるよう役割
分担する。 
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